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は じ め に

オホーック文化の由来 はアイヌの起源 と同様 に

北海道の先史文化研究ならびに形質人類学にとっ

ての重要な問題の一つである。オホーツク海沿岸

には数々の遺跡があり、網走市モヨロ貝塚、稚内

市大岬遺跡、礼文島浜中遺跡などは多数の人骨が

出土 したことで有名である。ウ トロ遺跡神社山地

点では1980年 および1987年 の発掘において5体 の

人骨が出土 した。今回はこれ らの人骨について観

察および計測 を行 なったので、 これを報告 しオ

ホーック文化期人の起源解明のための基礎資料と

したい。

計 測 と観 察

計 測 方 法 はKnussmann(1988)に 従 い 、 頭 蓋 骨

の 形 態 小 変 異 の 有 無 はDodo(1974)の 基 準 を も

と に判 定 した 。 頭 蓋 骨 の 主 な計 測 値 と形 態 小 変 異

の 有 無 を そ れ ぞ れ表1、 表2に 示 す 。 また 、3号

と5号 人骨 の 四 肢 骨 の 計 測 値 は 表3に 示 して あ る。

1号 人骨(Ph-1)

頭蓋冠、左右上顎骨、頬骨の一部および下顎骨

体が残存する。頭蓋冠は大 きいが前頭結節が発達

し、乳様突起が小 さいなどの特徴から、この個体

の性別は女性 と判断される。歯牙の咬耗は1か ら

2程 度であ り、縫合の癒合は内板で進んでいるも

のの、年齢は壮年 と考えられる。

頭蓋骨最大長 は189mmと 大 きく最大幅が小さい

ため、長幅示数は73.0と 長頭型に属する。眉間お

よび眉弓の発達 は弱 く前頭鼻骨縫合の陥凹 もあま

り見られない。眼窩上縁は鋭い。頬骨前頭突起の

縁結節は発達せず、側頭線 は前頭骨部で認められ

るが、頭頂骨では不明瞭 となっている。乳突上稜

も発達は弱いが、乳突上溝はやや深い。下顎窩は

浅 く、フシュケ孔が両側に存在する。外後頭隆起、

最上項線および後頭隆起は不明瞭で、上項線 も線

状で弱いが乳様突起まで続いている。ラムダの位

置 は高 く、ラムダ縫合骨が存在する。犬歯窩は残

存部から判断 して浅そうである。下顎骨はオ トガ

イ隆起が発達するが、二腹筋窩の発達 は悪い。

2号 人 骨(Ph-2)

ほ ぼ完 全 に頭 蓋 骨 が保 存 さ れ る が 、 下 顎 骨 は な

い 。 頭 蓋 骨 の 大 き さや 筋 付 着 部 の 発 達 の 程 度 か ら

み て 、 性 別 は 女 性 と判 定 され る。 歯 牙 の 咬 耗 第1

臼 歯 で3か ら4度 、縫 合 の 癒 合 もか な り進 ん で い

る こ とか ら考 え て 、 この 個 体 は熟 年 に達 して い た

と推 定 され る 。

頭 蓋 骨 最 大 長 が173mmで 長 幅 示 数 は82.7と 短 頭

型 に分 類 され る。 前 頭 結 節 が 発 達 す る が 、 眉 間 お

よ び眉 弓 は ほ と ん ど隆 起 せ ず 鼻 根 部 も また た い へ

ん平 坦 で あ る 。 前 頭 骨 頬 骨 突 起 は や や 外 側 方 へ 張

り出 し、 そ れ に続 く頬 骨 も 同様 に側 方 へ と広 が っ

て い る。 犬 歯 窩 は ほ とん ど認 め られ ず 、上 顎 骨 は

大 きい。 眼 窩 上 縁 は 鋭 く、 眼 窩 上孔 が 両 側 に認 め

ら れ る。 眼 窩 下 縫 合 が 存 在 す る が 、 眼 窩 下 縁 にお

い て頬 骨 が こ れ を横 切 っ て い る 。 眼 窩 は高 く、 上

顔 高 も68mmと 高 い 。 顔 面 平 坦 度 は どれ も小 さ く顔

面 頭 蓋 が 著 し く平 坦 で あ る こ と を示 して い る 。 側

頭 線 は弱 い が 、乳 突 上 稜 は や や 強 く、 そ して 上 へ

曲 が る 。 乳 様 突 起 は 小 さ く、外 側 方 へ の 張 り出 し

は な い 。 下 顎 窩 は や や 深 く、 関 節 症 性 の 変 化 が認

め られ る 。 乳 様 突 起 の 内側 面 に は顎 二 腹 筋 のイ寸着

部 と後 頭 動 脈 溝 が 鈍 な突 起 に よ り二 分 され る。 大

きな フ シ ュ ケ孔 が 存 在 し、 発 達 した前 穎 突 起 も認

め られ る。 後 頭 隆 起 、 外 後頭 隆 起 お よ び最 上 項 線
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は未発達である。上項線は弱い線 として外側へ伸

び、乳様突起に至る。項平面はやや広いが筋付着

の形象は弱い。大後頭孔後縁は小動物によりより

かじられた痕があり大 きく切痕 として広がってい

る。

Ph-11号 人 骨

Ph-22号 人 骨

3号 人 骨(Ph-3・4)

ほ ぼ全 身 骨 格 が 残 存 す る。1980年 に は頭 蓋 骨 の

の み が 発 掘 され 、1987年 に そ れ以 外 の 骨 格 が 発 掘

され た。 頭 蓋 骨 は や や 大 きい が 、 寛 骨 の大 坐 骨 切

痕 の 形 、 四肢 骨 の 形 状 を基 に判 断 す る と性 別 は 女

性 と推 定 され る 。 歯 牙 の 咬 耗 は3か ら4度 で縫 合

の癒 合 も進 み 、 さ ら に 関節 症 性 変 化 も認 め ら れ る

こ とか ら、 こ の個 体 の 年 齢 は熟 年 に達 して い た で

あ ろ う と推 定 され る 。

頭 蓋 骨 は ほ ぼ完 全 に残 る もの の 、 歪 み の た め完

全 な復 元 は不 可 能 で あ っ た。頭 蓋 骨 最 大 長 は187mm、

最 大 幅134mmで あ り、 長 幅 示 数 は71.7と か な り の

長 頭 で あ る 。 眉 間 の 隆 起 は や や 強 く眉 弓 が これ に

続 く形 とな っ て い る 。 鼻 根 部 の 陥 凹 は な い 。 前 頭

骨 頬 骨 突 起 は側 方 へ 張 り出 し、 頬 骨 の 縁 結 節 が 発

達 す る。 顔 面 は ほ とん ど計 測 で きな か っ た が 、 上

顔 高 は65か ら70mmの 問 で あ ろ う と思 わ れ る。 犬 歯

Ph-33号 人 骨

Ph-43号 人骨
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窩 は た いへ ん 浅 い。 側 頭 線 は前 頭 骨 部 で は 明 瞭 だ

が 、 頭 頂 骨 で は ほ とん ど み ら れ な くな る 。 しか し、

乳 突 上 稜 は 強 く発 達 し、 乳 突 上 溝 も明 瞭 で あ る。

後 頭 動 脈 溝 はや や広 い 。 外 後 頭 隆 起 は認 め ら れ な

いが 、最 上 項 線 は弱 い な が ら認 め ら れ る 。 上 項 線

は線 と して 乳 様 突 起 に続 く。 項 平 面 に は 線 状 の形

象 が み られ る。 下 顎 骨 は頑 状 で 、 枝 幅 が42mmで た

いへ ん 幅 広 い。 発 達 した下 顎 隆 起 が 認 め ら れ る 。

右 大 腿 骨 の最 大 長 は410mm、 長 厚 示 数(8:2)

は22.3で 、 か な り太 い骨 で あ る。 骨 体 中 央 横 断 示

数 は107.1で 柱 状 形 成 が 認 め られ 、 上 部 扁 平 性 も

か な り顕 著 で あ る 。 脛 骨 の 中 央 部 横 断 示 数 は72.7

と扁 平 度 は さほ どで は な い 。 両 側 の肘 関 節 に 変 形

性 関 節 症 の所 見 が み ら れ る 。 関 節 面 に は硬 化 像 を

認 め 関 節 運 動 が 制 限 さ れ て い た と推 定 さ れ る。

(Ph-5)

4号 人骨(Ph-6)

頭蓋冠および顔面頭蓋骨の一部が残存するのみ

である。頭蓋骨全体の大 きさ、頑状 さなどから判

断 して、この個体の性別は男性 と思われる。縫合

はかなり癒合が進んでいるので年齢は熟年程度と

推定 される。

頭蓋骨最大長 は計測できなかったものの最大幅

は150mmで あ り、長幅示数は80を こえ短頭型に属

すると思われる。頬骨の縁突起は発達 し咬筋の付

着部の発達 も顕著である。側頭数は頭頂骨部で不

Ph-53号 人骨

明瞭 となり、乳突上稜へ と続 く。乳様突起の発達

はあまり良 くないが、筋付着面の形象は強い。下

顎窩はやや深い。後頭隆起は弱 くかすかに認めら

れ、最上項線および上項線 も発達は弱い。

耳眼水平面より下め部分が黒から灰色 に変色 し

火 を受けたものとみられる。

5号 人骨(Ph-7)

左側の四肢 を除 くほぼ全身骨が残存する。 とく

に、頭蓋骨は土器に覆われており完全な状態であ

る。頭蓋骨および四肢骨の形態、寛骨の大坐骨切

痕の形態を基 に判断すると、この個体の性別は明

らかに女性 と判断 される。歯牙の咬耗は強 くほと

んどが4度 に達 し、縫合は内板で完全に癒合 し外

板では癒合が始 まっている状態から考えると、年

齢は熟年 と考えてよさそ うである。

上面観では左後方がとびだし少 し歪んでいる。

長幅示数は77.6で 中頭型に属 している。眉間はほ

とんど平坦であり、眉弓の発達も弱い。前頭鼻骨

縫合の陥凹はない。眼窩上縁は鋭 く、眼窩は高い。

上顔高は69mmで 高 く、上顔示数(48:45)も50を

こえている。浅い犬歯窩が存在 し、眼窩下縫合は

眼窩下孔 まで続かない。顔面平坦度示数はどれも

小 さく顔面は平坦である。頬骨の縁突起は発達す

るが、頬骨弓の側方への張 り出しは弱い。咬筋の

起始部は広い。側頭線は前頭骨部では稜 として、

頭頂骨では搬痕状になり発達 した乳突一ヒ稜へ続 く。

乳様突起は大きめで筋付着の形象が強い。下顎窩

は広 く浅 く、左に関節症性の変化が認められる。

外後頭隆起および最上項線は認められない。土項

線は外側で発達 し乳様突起に至る。下顎枝 は幅広

響

Ph-64号 人 骨
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く、下顎隆起を認める。二腹筋窩および顎舌骨筋

線は発達が悪い。下顎第2小 臼歯 と第1大 臼歯の

間に間隙が存在する。

上腕骨の中央横断示数は76.2で 骨体はあまり扁

平ではない。大腿骨の骨体中央横断示数 をみると、

柱状形成が認められ、さらに上部扁平性は著 しく

強い。脛骨の骨体横断示数は74.1で 扁平ではない。

分 析

身 長 推 定

Pearson(1899)の 推 定 式 に 基 づ い て3号 と5

号 人骨 の 身 長 を算 出 した と ころ 、3号 人骨 は3式

平 均 で152.9cm、5号 人 骨 は 上 腕 骨 最 大 長 よ り

150.2cmと の 結 果 に な っ た。

他 集 団 との 比 較

頭 蓋 骨 主 要 計 測 値11項 目 と顔 面 平 坦 度 計 測 値6

項 目合 わ せ て17項 目 を用 い て 、2号 と5号 の 平 均

値 か ら オホ ー ツ ク文 化 期 人 骨(Ito,1965;Ishida,

1988)、 北 海 道 ア イ ヌ(Koganei ,1893;

Yamaguchi,1973)、 縄 文 時 代 人 骨(Dodo ,1986;

Yamaguchi1980)お よ び ウ リ チ(Ishida ,unpud-

lisheddata)と の 間 の 距 離 を計 算 した。 そ の結 果 、

最 も近 い の は 当 然 で あ る が オ ホ ー ツ ク文 化 期 人骨

(0.54)で あ り、 次 は ウ リ'チ(0.64)で あ っ た 。

北 海 道 ア イ ヌ お よ び縄 文 時 代 人 は そ れ ぞ れ0 .91、

1.44で か な り遠 い。

要 約

ウ トロ遺跡神社山地点から5体 のオホーック文

化 に属する成人の人骨が出土 した。1体 は男性で

残 りの4体 は女性であった。形質は顔面が高 くそ

して平坦でオホーック文化の人骨の特徴 を示 して

おり、距離計算からもそのことが証明 された。3

号人骨の肘関節には変形性関節症が認められた。
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Ph-7 5号 人骨
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表1.頭 蓋骨主要計測値

Measurements

48

48

51.

52.

52

54.

55.

54

60.

61.

61

62.

63.

63

70.Ran/usheight

7ユ.Ramusbreadth

71:70

Frontalchord

Frontalsubtense

Frontalindex

Simoticchord

Sinloticsubtense

Sin1(,ticindex

Zygomaxillarychord

Zygonlaxillarysllbtense

Zyg(つmaxillaryindex

1.Maximumcraniallength

5.Nasion-basinlength

8Maximumcranialbreadth

8:1

9Minimumfrontalbreadth

9:8

10.Maximumfrontalbreadth

9:ユ0

17.Basi-bregmaticheight

ユ7:1

17:8

23.Horizontalcircumference

24.Transversearc

25.八1ediansagittalarc

26.Frontalarc

27.Parietalarc

28.Occipitalarc

40.Faciallength

43.Upperfacialbreadth

45.Bizygomaticbreadth

46.Nlid-facialbreadth

48.Upperfacialbreadth

:45

:46

0rbitalbreadth

Orbitalheight

:51

Nasalbreadth

Nasalheight

:55

Nlaxilb-alveolarlength

Nlaxillo-alve(,larbreadth

:60

Palatallength

Palatalbreadth

:62

No.1

189

102

138

73.0

93

67.4

131

69.3

949

523

308

9
乙

ワ
イ

つ
0

1

1

1
⊥

102

22

61

39

93.7

12.54

13.39
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No.2

173

99

143

82.7

91

63.6

114

79.8

130

75.1

90.9

514

312

7

3

1

1
⊥

1

1

97

101

139

97

68

48.9

701

43

34

791

26

52

50.0

52

66

126.9

42

38

90.5

94.6

11.59

!2.25

8.5

2.73

32.09

93.6

17.02

18.19
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No.3 No.4 No.5

187

134

71.7

90

67.2

102

88.2

368
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121
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42
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表2.頭 蓋形態小変異

Traits
ー

ユ

α

r

N 2

ユ

0
。

r

N 3

　

α

r

N 4

ユ

0
.

r

N 5

ユ

色

r

N

Metopism

Supraorbitalnervegroove

Supraorbitalforamen

Ossicleatthelambda

Interparietals

Biasterionicsuture

Asterionicbone

Occipito-mastoidwormians

Parietalnotchbone

Condylarcanal

Precondvlartubercle

Paracondylarprocess

Hypoglossalcanalbridging

ForamenofHuschke

Foramenovaleincomplete

ForamenofVesalius

Pterygo-spinousforamen

Medialpalatinecanal

Auralexostosis

Transversezygomaticsuture

Clinoidbridging

Mylohyoidbridging

Mandibulartorus

Jugularforamenbridging

Sagittalgrooveleft

/

一

/

一

十

/

/

/

/

/

/

/

/

/

一

/

「

十

/

/

/

/

十 十

十

十

十

十

十

一

十

一

十

十

/

一

十

/

/

/

/

十

/

/

/

/

/

/

十

/

/

/

/

/

/

十

/

十

/

/

/

十

/

一

/

/

一

十

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

十

十 十

十

十

+/

十 十

+:有, :無,/:不 明

一79一
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表3.四 肢骨主要計測値

～leaSUrementS
r

No.3

1

5

・

一1

0N

Humerus

1.Maximumlength

2.Totallength

5.Maximumdiameterofmid-shaft

6.Minimumdiameterofmid-shaft

6:5

Leastcircumferenceofshaft

7:!

ワ
」

民
U

O
ヲ

Q
4

∩乙

り
乙

293

17

286

284

21

16

76.2

58

20.3

Femur

!.Maximumlength

2.Physiologicallength

6.Sagittaldiameterofmid-haft

7.Transversediameterofmid.shaft

6:7

8.Circumferenceofmid-shaft

8:1

8:2

99.]Maxinlunlsubtrochantericdianleter

10'.Minimumsubtrochantericdiameter

9「:10'

410

408

30

28

107.1

91

22.2

22.3

36

30

28

107.1

91

35

25

71.4

28

26

107.7

85

34

20

58.8

Tibia

8.Sagittaldiameterofmid-shaft

9'.Transversediameterofmid-shaft

9'二8

8a.Sagittaldiameteratnutrientforamen

ga'.Trarlsversediameteratnutrientforamen

9a':8a

lO.Circumferenceofmid-shaft

10a.Circun/ferenceofshaftatnutrientforanlen

ユOb.Minimumcircumferenceofshaft'

33

24

72.7

88

78

27

20

74.1

33

24

72.7

76

91

67
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